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南佐久郡は今、人口減少や過疎化といった課題に直面
しています。若者の流出により空き家や荒廃農地が増
え、千曲病院や小海分院といった医療機関や公共交通
の維持も難しくなりつつあります。インフラの老朽化
も進み、このままでは地域の暮らしの質が損なわれか
ねません。しかし私は、この現状を変える力は私たち自
身にあると信じています。
これまで首長さんや議員の皆さま、商工会や地域団体
の方々が懸命に取り組んでこられた成果を活かし、こ
れからもその積み重ねをさらに広げ、未来につなげて
いけると信じているからです。
まずは雇用を創出し、地域に人を呼び込むこと。企業誘
致や農業の再生、テレワーク移住の推進など、多様な働
き方を支える環境を整えることで、人口を増やし、町や
村の税収を高め、地域の基盤を強くしていくことがで
きると思います。
人が増えれば、住まいや施設の整備も必要になり、地元
の建設業や関連産業の活性化にもつながり、地域経済
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神津たけしの最新情報は、こちらから発信しています！
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衆議院議員神津たけし 政策担当秘書

新 海 泳 大（しんかいえいた）
昭和58年生まれ
佐久穂町出身・佐久穂町在住

秘書コラム
～すべての世代が希望を持てる南佐久の未来へ～

全体に新たな循環を生み出します。
税収を増やしたうえで、医療・介護の体制を整え、高齢者
の方々が安心して働き続けられる環境をつくる。子育て
や教育の充実を図り、若い世代が希望を持って暮らせる
まちにする。農業・林業といった一次産業を再生し、災害
に強い地域づくりにも力を注ぐことができます。中部横
断自動車道の早期全線開通を見据え、観光の活性化や地
元産品の販路拡大にも取り組めます。
こうした様々な取り組みを進めるにあたっては、商工会、
建設業、農家の皆様とも相談しながら、地域の発展を共に
考え、力を合わせて進めてまいりたいと思います。こうし
た一つひとつの積み重ねが、そして、一人ひとりの声が、
世代を超えて安心して暮らせる南佐久の未来につながる
と思います。
言葉でいうのは簡単ですが、地道な努力が欠かせません。
私も皆さまと共に、誰もが希望を持てる未来のために、力
を尽くしてまいります。
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戦後80年、平和への誓い新たに

今年、日本は戦後80年目の節目の年を迎えました。先の大戦では、子供や民
間人を含む300万人以上の尊い命が失われ、お亡くなりになられたすべての
御霊に対し、心から哀悼の意を表します。世界に目を向ければ、争いの絶えな
い状況が続いています。笑顔を失い、やせ細った我が子を抱きしめ、涙を流す
母親の姿など、目を背けたくなるような報道が後を絶ちません。日本もアメリ
カ頼みの政策を続けていては、今回の関税のように理不尽な要求を受け続け
ることになります。これからは自分の国を自分で守れるように、戦争に巻き込
まれないための絶対的抑止力となる防衛力の強化が不可欠です。近隣アジア
諸国との経済的友好関係の再構築も含めて、本当の意味での平和国家確立に
向け、引き続き努力を重ねていきます。

アジア・欧州会議参加時の集合写真（於　ハンガリー国会議事堂）


